
次期計画における指標について             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の対応実績 

社会とのつながり 

未払い経験（電気、ガス、水道） 

生活の状況 

新入学児童生徒学用品等の 
入学前支給の実施状況 

子どもの進学率 
（生保世帯、児童養護施設） 

施策の実施状況 

就学等の状況 高等学校中退率・中退者数 
（生保世帯、全世帯） 

スクールカウンセラー（ＳＣ）の配置率 

就学援助制度の周知状況 

生活困窮層・周辺層の割合 所 得 

困窮経験（食料、衣服） 

本当に困ったとき、悩みがあるときの 
相談相手の有無 

＜基本的な考え方＞ 
✔国が示した大綱指標のうち、統計資料から県のデータがとれるものは採用。 

✔統計資料からデータがとれないものは、県（国）の実態調査を活用。 

 ※国による全国調査の動向を踏まえ、今後の調査方法について要検討。 

※県で毎年実態調査を行うことは難しく、経年の変化を追えない可能性。 

✔アウトカム指標として捉えられるものには目標を設定。  ：目標設定指標 

教育の支援 

生活の支援 

保護者の就労支援 

経済的支援 

(中学校卒業後・高等学校等卒業後別) 

(小学校・中学校別) 

(小学校・中学校・高等学校別) 

(入学時及び進級時) 

(小学校・中学校別) 

(ひとり親世帯・子どもがある全世帯別) 

(ひとり親世帯・子どもがある全世帯別) 

(ひとり親世帯・子どもがいる全世帯別) 

保護者の 

就労状況 

ひとり親家庭の親の就業率 

ひとり親家庭の親の正規の職員・従業員の割合 

(母子・父子世帯別) 

(母子・父子世帯別) 

支援につなぐ

体制整備 
SSWが関係機関等と連携した件数 

資料２－５ 

＜県独自＞ 子どもの貧困計画を策定した市町村数 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の配置人数 

(ひとり親世帯・子どもがいる全世帯別) 

子どもの 

自己肯定感 

頑張れば報われると思う割合 

自分は価値のある人間だと思う割合 

自分のことが好きだと思う割合 


